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平成23年度決算審査平成23年度決算審査

あれからどうなった？
　　　　　　　       （一般質問のその後は）
あれからどうなった？
　　　　　　　       （一般質問のその後は）

未来に向かって!! －高校生の声－未来に向かって!! －高校生の声－

町政を問う（4人が質問）町政を問う（4人が質問）
P2P2

P6P6

P10P10

P12P12

石 川 町石 川 町

表紙写真

石川地区小体連
陸上競技大会
男子400mリレー
で優勝した
野木沢小学校の選手

選手名（ゼッケン番号）
草野　修吾 君（91）
曲山　徹哉 君（84）
岩谷　脩平 君（83）
石川　隼也 君（85）
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れた70億円 決算
審査

平
成
24
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
6
日
か
ら
13
日
ま

で
の
8
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
9
月
議
会
は
決
算
議
会
の
た
め
平
成
23
年
度
財
政
比

率
の
報
告
と
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
の
決
算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
人
事

案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
欠
員
に
な
っ
て
い
た
委
員
会
等
に
、
委
員
の

補
充
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
問

い
ま
し
た
。

▲耐震補強工事が終了した明るい校舎（石川中学校）

平成２３年度　会計別決算審議  （万円未満は四捨五入）

（水道事業会計における、資本的収支の不足分は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調
整額、過年度分・現年度分損益勘定留保資金及び建設改良積立金で補てんしている。）▲公民館屋根改修工事

◆放射線測定器の購入
◆震災・台風応急補修
◆一部損壊住宅補助金
◆線量低減化事業
◆農業用施設復旧
◆総合体育館復旧
◆公民館屋根改修
◆石川中学校耐震補強
◆町民グラウンドトイレ設置
その他、さまざまな
事業に使われました。

一般会計主な事業 会    　計　    別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出
差引額 採決 賛・反

一 般 会 計 ７５億８３１９万円 ７０億３６４４万円 ５億４６７５万円 認定 全員
賛成

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 ２０億６１０７万円 １９億６３３１万円 ９７７６万円 認定 全員
賛成

後期高齢者医療 １億４４１１万円 １億４０６６万円 ３４５万円 認定 全員
賛成

介 護 保 険 １３億７７６７万円 １３億６５８４万円 １１８３万円 認定 全員
賛成

母 畑 財 産 区 １７１３万円 ２６万円 １６８７万円 認定 全員
賛成

中 谷 財 産 区 ７６３万円 ２２万円 ７４１万円 認定 全員
賛成

土 地 開 発 事 業 ３３９６万円 ３３７万円 ３０５９万円 認定 全員
賛成

簡 易 水 道 事 業 １億３２６９万円 １億２４７９万円 ７９０万円 認定 全員
賛成

宅 地 造 成 事 業 ３００３万円 ２７００万円 ３０３万円 認定 全員
賛成

水道事業
会計

剰余金
処分

利益剰余金５６５７万円を減債積立金に３００万円、
建設改良積立金に５３５７万円積み立てる

可決
及び
認定

全員
賛成

収益的
収支 ２億４５６９万円 １億８９１２万円 ５６５７万円

資本的
収支 ２９３３万円 １億８０６４万円 △１億５１３１万円



いしかわ議会だより　172号3

どう使わ２３年度
一般会計

事
業
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
予
算
の
流
用
及
び

充
当
は
震
災
の
対
応
等
や
む

を
得
な
い
も
の
が
大
部
分
で

し
た
が
、
計
画
的
か
つ
適
正

な
予
算
執
行
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
町
の
財
政
状
況
は
、
地
方

公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

の
う
ち
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
と
も
、
前
年

　
　
代
表
監
査
委
員

上
村
　
善
榮

　
　
監
査
委
員
（
議
員
）

下
山
田
和
雄

「
審
査
結
果
」

平
成
23
年
度
決
算
審
査
は
、

水
道
事
業
会
計
を
2
日
間
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
な

ど
を
7
日
間
審
査
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

そ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
事
務

よ
り
改
善
し
た
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

「
審
査
意
見
」

原
発
事
故
の
影
響
な
ど
か

ら
、
地
域
経
済
は
大
変
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え

ら
れ
、
各
会
計
と
も
徴
収
事

務
に
は
困
難
を
伴
い
ま
す
が
、

収
入
未
済
額
の
圧
縮
に
、
一

層
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
今
後
と
も
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
財
政

の
健
全
化
に
向
け
て
さ
ら
な

る
努
力
を
求
め
ま
す
。

報告　平成２３年度石川町健全化判断比率について

報告　平成２３年度石川町資金不足比率について

＊①元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に
対する比率

　②将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に
対する比率

区分 健全化判断比率 （参考）
平成２２年度

①実質公債費
比率

（3年間平均）

１3．２％
（起債の許可が必要18.0％）
（早期健全化基準25.0％）

１５．０％

②将来負担
比率

47.6％
（早期健全化基準350.0％） 63.3％

③実質赤字
比率

赤字がないため算定なし
（早期健全化基準15.0％） −

④連結実質
赤字比率

赤字がないため算定なし
（早期健全化基準20.0％） ―

区分 資金不足比率 （参考）
平成２２年度

水道事業会計 資金不足がないため算定なし
（早期健全化基準20.0％） ―

簡易水道事業
特別会計

資金不足がないため算定なし
（早期健全化基準20.0％） ―

宅地造成事業
特別会計

資金不足がないため算定なし
（早期健全化基準20.0％） ―

決
算
審
査
報
告
よ
り

一般会計決算の内訳

町税
21.8％
町税
21.8％

自主財源
33.8％
自主財源
33.8％依存財源

66.2％
依存財源
66.2％

総務費
15.1％
総務費
15.1％

民生費
26.6％
民生費
26.6％

土木費
6.4％
土木費
6.4％ 衛生費

9.2％
衛生費
9.2％

教育費
13.1％
教育費
13.1％

公債費
8.4％
公債費
8.4％

繰入金・使用料
貸付金収入など
2.9％

繰入金・使用料
貸付金収入など
2.9％

繰越金
6.3％
繰越金
6.3％

地方消費税交付金2.1％地方消費税交付金2.1％

地方譲与税
1.4％

地方譲与税
1.4％

地方交付税
37.0％
地方交付税
37.0％

国庫支出金
8.0％

国庫支出金
8.0％

借入金（町債）7.5％借入金（町債）7.5％ その他依存財源0.8％その他依存財源0.8％

歳入
75億8319万円

歳出
70億3644万円

農林水産費5.1％農林水産費5.1％

商工費
3.3％
商工費
3.3％

県支出金
9.4％
県支出金
9.4％

その他 3.2％その他 3.2％

消防費
5.8％
消防費
5.8％

分担金及び負担金2.8％分担金及び負担金2.8％

まちの家計を徹底チェック！！まちの家計を徹底チェック！！
議会費
1.4％
議会費
1.4％

災害復旧費
2.4%
災害復旧費
2.4%
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一般会計補正予算4億4989万円を可決
震災関連農業振興事業など

審　　　議　　　内　　　容 採決 賛・反

議会運営委員の欠員補充の選任
　欠員の議会運営委員に、瀬谷京子議員を選任

議長
指名

原発事故に伴う風評被害対策特別委員会委員長並びに副委員長の互選
　新委員長に遠藤貢蔵議員、副委員長に矢内義將議員を互選

互選
報告

石川地方生活環境施設組合議会議員の欠員補充の選出
　欠員の生活環境施設組合議会議員に、角田　忍議員を選出

議長
指名

介護保険財政安定化特例基金条例の制定について
　県から交付される介護保険財政安定化交付金を、特定目的基金とし
て積み立て、介護保険の軽減に充てるために制定

可決 全員
賛成

国民健康保険条例の一部を改正する条例
　子ども医療費無料化の対象年齢を18歳まで拡大するための改正 可決 全員

賛成

平成24年度一般会計補正予算（第3号）
　農用地除染事業248万円、カリ肥料の助成など556万円、文化財「鈴
木家母家及び門」の敷地購入経費1456万円、野木沢分団第1部屯所新
設工事945万円、平成23年度剰余金の基金積立ほか

可決 全員
賛成

平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　18歳以下医療費無料化に伴う財源措置など、4715万円を補正 可決 全員

賛成

平成24年度介護保険特別会計補正予算（第2号）
　介護保険財政安定化積立金、国庫支出金返還金等に579万円を補正 可決 全員

賛成

平成24年度土地開発事業特別会計補正予算（第1号）
　中継ポンプ場修繕のため、110万円を補正 可決 全員

賛成

平成24年度簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
　山橋地区簡易水道ポンプ場の清掃委託に31万円を補正 可決 全員

賛成

平成24年度宅地造成事業特別会計補正予算（第2号）
　西部工業団地看板修繕に21万円を補正 可決 全員

賛成

教育委員会委員の任命
　教育委員に、中島世一氏（沢井）と高原一紀氏（板橋）を同意するもの 同意 全員

賛成

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
　人権擁護委員候補者に推薦された、角田静夫氏（谷沢）と矢吹重光氏

（曲木）について意見を求めるもの
適任 全員

賛成

▲農用地（草地）
更新事業

▲新設することになった
　野木沢第１部屯所

第
４
回
臨
時
会

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

基
金
条
例
の
制
定

　
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付

金
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
実
施
期
間
が
複
数
年
度

に
わ
た
る
た
め
、
基
金
の
設

置
が
必
要
と
な
り
、
基
金
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

審
議
結
果

「
可
決
」
（
全
員
賛
成
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

◎
ふ
く
し
ま
の
恵
み
安
全
・

安
心
推
進
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
3
0
0
7
万
円

◎
6
月
台
風
被
害
道
路
補
修

　
　
　
　
　
1
0
0
0
万
円

◎
震
災
復
興
交
付
基
金
積
立

金　
　
　
　
　
4
1
9
0
万
円

審
議
結
果

「
可
決
」
（
全
員
賛
成
）

７
月
24
日
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一
般
質
問

Q　

青
年
就
農
給
付
金
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

A
　
青
年
の
就
農
意
欲
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
に

本
年
度
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、

給
付
金
を
受
け
る
に
は
、
次

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

①
就
農
予
定
時
の
年
齢
が
45

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
独
立
、
自
営
就
農
で
あ
る

こ
と
。

③
就
農
後
5
年
後
に
農
業
で

生
活
が
成
り
立
つ
計
画
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

④
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
所
得
の
要
件

等
が
あ
る
。

Q　

給
付
の
期
間
は
。

A
　
給
付
期
間
は
最
長
5
年

以
内
で
、
給
付
金
は
年
間

1
5
0
万
円
（
単
身
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新

を
ど
う
す
る
の
か

A
　
自
己
財
源
で
計
画
的
に

す
す
め
る

Q
　
水
道
の
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
更
新
は
補
助
制
度
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
。

A
　
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新

事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
施
状

況
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

総

務

産

業

建

設

QA

Q　

補
正
予
算
の
文
化
財
保

護
費
に
「
土
地
購
入
費
」
と

し
て
1
4
5
6
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
。

A
　
町
指
定
文
化
財
で
あ
る

「
鈴
木
家
母
家
及
び
門
」
の

敷
地
購
入
の
た
め
の
予
算
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
地
権
者
と

土
地
の
売
買
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
協
議
が
整
っ
た
こ

と
か
ら
取
得
費
を
計
上
し
た

も
の
で
す
。

Q　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
。

A
　
鈴
木
家
の
四
脚
門
は
江

戸
時
代
後
期
の
建
造
物
と
し

て
、
本
町
に
と
っ
て
大
切
な

文
化
財
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
自
由
民
権
運
動
ゆ
か
り

の
史
跡
公
園
と
し
て
郷
土
教

育
や
歴
史
教
育
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
整
備
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

中
心
市
街
地
の
活
性
化

の
た
め
に
も
、
今
後
の
整
備

に
つ
い
て
は
事
業
の
内
容
や

期
限
な
ど
を
明
確
に
し
て
進

め
て
ほ
し
い
。

A
　
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
十
分

検
討
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

常任委員会審査　　　　紙上中継

▲平成23年度配管布設替工事（双里字七鍬石地内）

▲解体前の鈴木家四脚門（字下泉地内）

青
年
就
農
給
付
金
と
は

就
農
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度

文

教

厚

生

　

　

QA

文
化
財
保
護
の
土
地
購
入
と
は

鈴
木
家
母
家
及
び
門
の
敷
地
購
入
の
た
め

半
分
（
49
・
6
％
）
、
事
業

量
で
58
・
7
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
23
年
度

ま
で
の
時
限
事
業
で
あ
っ
た

た
め
、
今
後
は
自
己
財
源
の

中
で
、
計
画
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

や
る
べ
き
事
業
の
中

で
、
優
先
順
位
は
１
番
だ
と

質
問　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

9
月
に
は
決
定
す
る
と
言
わ

れ
た
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
企
業
誘
致
の
現
状
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
間
、

円
高
の
影
響
に
よ
り
、
物
流

拠
点
の
整
備
を
目
的
と
し
た

用
地
需
要
の
高
ま
り
を
反
映

し
、
製
造
業
の
ほ
か
卸
売
業

や
流
通
業
か
ら
用
地
情
報
の

提
供
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

現
段
階
で
は
明
確
な
時
期

を
含
め
、
見
通
し
に
つ
い

て
、
答
え
る
段
階
に
ま
で

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
雇
用
の
確
保
と
い
う

企
業
誘
致
の
目
的
に
照
ら
し
、

相
手
企
業
の
投
資
計
画
や
事

業
の
内
容
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
誘
致
活
動
を
進
め
た
い

思
う
。
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

答
弁
　
原
発
に
関
連
す
る
問

題
や
風
評
被
害
等
の
問
題
が

大
き
く
影
響
し
た
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
期
待
さ
れ
る
よ

う
な
企
業
誘
致
を
、
今
後
も
、

優
先
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

小
中
学
校
統
合
計
画

の
町
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た

が
、
町
民
の
意
見
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
た
の
か
。

答
弁
　
各
地
区
説
明
会
で
出

た
意
見
・
要
望
は
、
通
学
方

法
や
統
合
小
学
校
校
舎
の
建

設
場
所
と
周
辺
整
備
、
学
童

保
育
等
、
統
合
後
の
具
体
的

内
容
が
中
心
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
住
民
の
貴
重
な

提
言
と
受
け
止
め
、
十
分
参

考
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
町
全
体

を
見
た
場
合
、
個
々
の
意
見

が
適
当
で
必
要
な
も
の
な
の

か
、
具
体
的
施
策
に
反
映
す

べ
き
か
は
、
今
後
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

質
問　

統
合
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
　
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
ま
ず
統
合
小
学
校
の
建

設
に
つ
い
て
の
設
計
を
、
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

実
施
し
、
来
年
度
後
半
に
は

工
事
に
着
工
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
統
合
ま
で
の
約
2

年
間
、
統
合
に
関
す
る
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
教
育

目
標
や
校
歌
、
校
章
、
通
学

方
法
、
学
用
品
、
制
服
、
閉

校
式
、
開
校
式
な
ど
に
つ
い

て
の
協
議
、
決
定
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
閉
校
と
な
る
校
舎

等
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
町

の
施
策
と
地
域
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
時
間
を
か
け
て

決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

統
合
案
に
つ
い
て
、

強
い
口
調
で
異
議
が
出
た
。

時
間
を
か
け
て
や
る
必
要
が

あ
り
、
無
理
に
推
進
す
べ
き

で
な
い
と
思
う
が
。

答
弁
　
説
明
会
で
は
確
か
に

統
合
1
校
案
に
つ
い
て
の
意

見
が
出
ま
し
た
が
、
議
論
に

な
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
参
加
し
た
方
は
、
教
育

委
員
会
が
示
し
た
「
統
合
案

に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

要
望　

反
対
が
あ
る
以
上
、

時
間
を
か
け
て
も
説
得
を
し

て
、
統
合
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

関根　信次議員

A優
先
順
位
1
番
で
企
業
誘
致
を

優
先
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
進
め
る

一
般
質
問

Q

▲企業誘致はいつ決まる？（藤沢工業用地）

Q
　
ど
う
す
る
統
合
、

　
　
反
対
意
見
も
あ
る

A
　
理
解
を
い
た
だ
い
た

　
　
と
考
え
る
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質
問　

決
算
で
、
剰
余
金
が

5
億
5
百
万
円
に
な
っ
た
原

因
は
。

　

国
の
財
政
支
援
が
あ
る
今
、

基
礎
と
な
る
復
興
事
業
を
取

り
組
む
時
、
町
の
考
え
は
。

答
弁
　
特
別
交
付
税
が
年
度

末
に
な
っ
た
こ
と
と
、
災
害

復
旧
を
優
先
し
た
た
め
、
建

設
事
業
に
不
用
減
が
出
た
た

め
で
す
。

質
問　

職
員
削
減
の
結
果
、

人
が
減
り
過
ぎ
、
仕
事
が
回

ら
な
く
な
っ
た
分
野
も
あ
る
。

答
弁
　
決
し
て
、
人
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

要
望　

ぜ
ひ
、
人
員
確
保
を

し
て
、
町
発
展
に
頑
張
れ
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

監
査
委
員
の
立
場
で
、

財
政
の
状
況
を
ど
う
思
う
か
。

答
弁
　
（
代
表
監
査
委
員
）

　
今
の
段
階
で
は
健
全
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

質
問　

平
成
24
年
度
末
の
財

政
調
整
積
立
金
の
額
は
。

答
弁
　
8
億
1
4
0
0
万
円

と
な
り
ま
す
。

質
問　

国
の
財
政
支
援
の
あ

る
内
に
、
基
礎
事
業
を
行
う

べ
き
。
第
5
次
総
合
計
画
の

見
直
し
と
来
年
度
予
算
に
反

映
で
き
る
の
か
。

答
弁
　
総
合
計
画
を
見
直
し
、

来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
ま

す
。

質
問　

町
の
東
京
電
力
へ
の

損
害
賠
償
請
求
は
い
つ
。

答
弁
　
11
月
に
は
請
求
し
ま

す
。

質
問　

4
月
か
ら
小
・
中
学

校
と
高
校
で
放
射
能
教
育
が

始
ま
っ
た
。
文
部
科
学
省
は

「
放
射
線
副
読
本
」
を
作
成

し
、
県
教
育
委
員
会
は
「
指

導
資
料
」
を
作
成
し
全
学
校

に
配
布
し
た
。
小
・
中
学
校

で
の
活
用
状
況
は
。

答
弁
　
小
学
校
8
校
の
内
、

7
校
で
「
副
読
本
」
を
使
っ

て
授
業
を
実
施
し
、
残
る
1

校
も
今
後
実
施
す
る
予
定
で

す
。
中
学
校
は
1
校
が
実
施

し
、
1
校
も
今
後
予
定
し
て

い
ま
す
。

質
問　

「
副
読
本
」
の
扱
い

は
。

答
弁
　
教
育
課
程
の
中
に
位

置
づ
け
、
校
長
の
責
任
の
も

と
行
わ
れ
る
授
業
で
す
。

質
問　

「
放
射
線
副
読
本
」

に
は
多
く
の
方
か
ら
批
判
が

出
て
い
る
。
「
原
発
事
故
や

福
島
の
現
状
、
被

害
が
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
」
、
「
放

射
能
の
利
用
の
み

が
強
調
」
、
「
原

発
や
放
射
能
が
安

全
だ
と
教
え
よ

う
と
し
て
い
る
」

等
々
。
町
教
育
委

員
会
の
考
え
は
。

答
弁
　
放
射
線
を

教
育
す
る
上
で
は

よ
い
資
料
で
す
。

町
独
自
の
資
料
を

つ
く
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

要
望　

文
科
省
も
県
教
委
も
、

１
年
で
改
訂
版
を
出
す
。
問

題
が
あ
る
か
ら
で
、
町
教
育

委
員
会
で
議
論
し
て
欲
し
い
。

　

ま
た
、
日
本
生
態
系
協
会

の
会
長
が
差
別
発
言
を
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
人
権
教
育
を

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

公
民
館
や
自
治
セ
ン
タ
ー

で
も
人
権
教
育
を
取
り
組
む

よ
う
指
導
し
て
欲
し
い
。

質
問　

新
庁
舎
建
設
の
説
明

会
は
。

答
弁
　
7
月
、
6
地
区
で
実

施
し
、
1
3
3
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
建
設
候
補
地
の
発

言
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

質
問　

新
庁
舎
は
将
来
の
町

づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
。
考

え
は
。

答
弁
　
第
5
次
総
合
計
画
の

実
現
の
拠
点
と
な
る
場
所
で

す
。

質
問　

庁
舎
建
設
委
員
会
の

議
論
は
自
由
に
出
来
る
の
か
。

答
弁
　
候
補
地
の
4
ヵ
所
以

外
で
も
議
論
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問　

答
申
後
、
再

度
町
民
に
説
明
す
る

考
え
は
。

答
弁
　
答
申
を
よ
く

検
討
し
、
粛
々
と
進

め
ま
す
。

要
望　

①
再
度
町
民

に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

②
庁
舎
建
設
に
国
の

支
援
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
。

③
危
険
な
今
の
庁
舎

を
早
急
に
修
繕
し
て

ほ
し
い
。

Q
A
復興事業で町づくりの基礎を

第5次総合計画の見直しで対応

一
般
質
問

Q
　
庁
舎
建
設
は
ま
ち
づ
く
り

　
　
の
基
礎
と
考
え
る
が

A
　
新
庁
舎
は
第
5
次
総
計

　
　
実
現
の
拠
点
と
な
る
施
設

Q
　
子
ど
も
た
ち
に
放
射
能

　
　
教
育
、
人
権
教
育
を

A
　
文
科
省
の

　
　
副
読
本
を
活
用
し
て
、

　
　
今
年
度
か
ら
実
施

渡
邊
　
實
議
員

▲文部科学省の放射線副読本
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と
し
て
反
映
す
べ
き
か
は
議

論
の
必
要
が
あ
り
、
今
後
、

住
民
や
保
護
者
、
学
校
行
政

関
係
者
で
組
織
す
る
統
合
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問　

今
後
の
進
め
方
は
。

質
問　

小
・
中
学
校
統
合
問

題
は
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

の
環
境
整
備
で
あ
り
、
最
優

先
課
題
と
し
て
十
分
な
議
論

を
尽
く
し
、
住
民
理
解
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育

委
員
会
の
基
本
計
画
（
案
）

町
民
説
明
会
の
結
果
は
。

答
弁
　
8
会
場
で
、
1
9
3

人
が
参
加
し
、
意
見
・
要
望

は
、
通
学
方
法
、
校
舎
の

建
設
場
所
、
進
入
路
の
整
備

と
安
全
確
保
、
学
童
保
育
等
、

具
体
的
内
容
が
中
心
で
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
校
を
一
校
ま

た
は
二
校
に
統
合
す
べ
き

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

少
数
で
議
論
に
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問　

意
見
・
要
望
を
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
。

答
弁
　
住
民
の
貴
重
な
意
見

答
弁
　
今
年
度
か
ら
来
年
度

に
か
け
設
計
を
し
、
来
年
度

後
半
に
は
工
事
に
着
工
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
統
合
ま
で
の
約
2
年
間
に

準
備
委
員
会
で
教
育
目
標
や

校
歌
、
通
学
方
法
、
閉
・
開

校
式
等
を
協
議
し
決
定
し
ま

す
。
そ
し
て
、
閉
校
校
舎
の

活
用
を
、
町
の
施
策
と
地
域

の
意
向
を
踏
ま
え
、
時
間
を

か
け
て
決
定
す
る
考
え
で
す
。

質
問　

計
画
案
は
段
階
的
統

合
で
あ
れ
ば
、
小
規
模
校
を

27
年
を
待
た
ず
に
統
合
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
来
年
入
学
児
が
石

川
小
へ
入
れ
な
い
か
と
い
う

声
も
多
か
っ
た
が
。

答
弁
　
現
在
の
条
例
と
、
教

育
委
員
会
規
則
の
学
区
が
あ

る
う
ち
は
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　

統
合
小
学
校
の
場
所

は
ど
こ
か
。
い
つ
決
定
か
。

答
弁
　
検
討
中
で
す
。
現
石

川
小
を
基
本
に
、
周
辺
地
域

を
含
め
て
新
築
校
舎
を
建
築

す
る
こ
と
で
検
討
中
で
す
。

　
着
工
が
間
に
合
わ
な
く
な

る
の
で
、
今
年
度
中
に
は
決

定
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

通
学
方
法
の
路
線
バ

ス
使
用
に
、
保
護
者
の
不
安

の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
が
。

答
弁
　
路
線
バ
ス
は
プ
ロ
の

運
転
で
安
全
な
点
と
、
町
の

施
策
も
勘
案
し
た
も
の
で
す
。

質
問　

町
の
施
策
と
は
。

答
弁
　
町
内
の
活
性
化
や
運

送
関
係
を
含
ん
で
い
ま
す
。

乗
降
前
後
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
は
、
準
備
委
員
会
で
検

証
し
ま
す
。
ま
た
統
合
後
は
、

学
校
支
援
地
域
本
部
と
し
、

地
域
の
方
々
の
組
織
に
よ
り

安
全
確
保
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

要
望　

義
務
教
育
な
の
で
町

の
責
任
で
安
全
確
保
を
す
る

べ
き
と
思
う
。

質
問　

通
学
バ
ス
運
行
後
も

自
家
用
車
送
迎
が
多
く
な
る

と
思
わ
れ
る
、
進
入
路
の
改

良
計
画
は
。

答
弁
　
字
七
鍬
石
（
福
交
石

川
営
業
所
わ
き
）
と
、
字
本

宮
（
商
工
会
入
口
）
の
2
カ

所
に
つ
い
て
、
調
査
測
量
済

み
で
地
権
者
と
交
渉
中
で
す
。

な
る
べ
く
早
く
工
事
が
着
工

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

質
問　

字
谷
津
（
新
町
郵
便

局
向
か
い
）
の
石
川
中
入
り

口
も
狭
い
が
。

答
弁
　
石
川
バ
イ
パ
ス
の
問

題
も
あ
り
今
後
検
討
し
ま
す
。

要
望　

「
準
備
委
員
会
だ
よ

り
」
等
の
発
行
で
統
合
へ
の

進
捗
状
況
を
逐
一
町
民
に
周

知
し
て
欲
し
い
。

　

子
ど
も
を
第
一
に
、
よ
り

よ
い
教
育
環
境
の
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

A
ど
う
反
映
さ
せ
る
学
校
統
合
に
町
民
の
意
見

統
合
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、検
討
す
る

一
般
質
問

Q

瀬谷　京子議員

▲学校統合計画町民説明会（母畑小学校）

Q
　
進
入
道
路
の
拡
幅

　
　
計
画
は

A
　
2
路
線
が
測
量
済
み
、

　
　
地
権
者
と
交
渉
中
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質
問　

石
川
町
の
人
口
は
、

昭
和
60
年
頃
を
境
に
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
に
向
か

い
、
平
成
8
年
に
年
少
人
口

と
老
年
人
口
は
逆
転
、
平
成

10
年
以
降
、
3
4
2
7
人
も

減
少
し
た
。
人
口
の
減
少
は
、

石
川
町
の
財
政
や
社
会
活
動
、

地
域
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。
石
川
町
の

将
来
人
口
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
石
川
町
の
人
口
は
、

将
来
人
口
推
計
よ
り
人
口
減

少
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
人

口
が
減
る
の
を
放
置
し
て
お

け
な
い
の
で
、
若
い
人
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整

備
を
図
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

質
問　

町
の
財
政
力
や
自
主

性
、
安
定
性
な
ど
を
見
る
の

に
、
歳
入
・
歳
出
に
関
す
る

事
、
収
支
の
均
衡
や
後
年
度

負
担
に
関
す
る
事
、
財
政
の

ゆ
と
り
や
状
況
を
見
る
様
々

な
指
数
が
あ
る
。

　

石
川
町
の
様
々
な
財
政
指

標
の
推
移
や
財
政
の
推
移
か

ら
、
今
後
の
動
向
を
伺
う
。

答
弁
　
税
収
は
、
税
制
改
正

や
景
気
動
向
に
も
左
右
さ
れ

ま
す
が
企
業
数
や
就
労
人

口
に
も
影
響
を
受
け
る
た
め
、

減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
基
準
財
政
需
要
額
や
基
準

財
政
収
入
額
、
財
政
力
指
数

な
ど
も
算
定
基
礎
と
な
る
人

口
や
公
債
費
算
入
額
の
減
少
、

納
税
義
務
者
や
所
得
の
減
少

な
ど
、
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。

質
問　

石
川
町
の
農
家
も
工

業
事
業
所
も
商
店
も
減
っ
て

い
る
。
農
業
人
口
や
工
業
、

商
店
の
従
業
者
数
、
収
入
や

売
上
高
の
推
移
と
今
後
の
動

向
な
ど
、
地
域
経
済
と
産
業

構
造
の
変
化
を
伺
う
。

答
弁
　
農
業
人
口
は
就
業
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
減
少
傾

向
が
続
き
、
生
産
額
も
平
成

21
年
に
は
平
成
４
年
の
41
・

4
％
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
業
、
商
店
も
同

じ
く
就
業
者
、
売
上
高
も
減

少
し
て
い
ま
す
。

質
問　

石
川
町
の
将
来
人
口

の
推
計
、
町
財
政
の
今
後
の

動
向
、
地
域
経
済
や
産
業
構

造
の
動
向
か
ら
将
来
の
石
川

町
像
を
ど
の
よ
う
に
描
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
人
口
の
減
少
、
税
を

中
心
と
す
る
地
方
財
政
収
入

の
低
下
と
、
労
働
力
不
足
に

よ
る
地
域
経
済
活
力
の
衰
退
。

結
果
と
し
て
、
さ
ら
に
、
人

口
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
ス

パ
イ
ラ
ル
構
造
に
陥
る
懸
念

が
あ
り
ま
す
。

　
1
万
6
千
人
の
人
口
維
持

を
目
標
に
、
雇
用
確
保
の

企
業
誘
致
、
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
整
備
、
住
環
境

整
備
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

十
分
な
放
射
能
対
策
に
よ
り
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

若
い
世
代
の
定
住
を
維
持
し
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
実
現

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

平
成
20
年
9
月
議
会

で
、
市
街
地
活
性
化
に
自
由

民
権
の
史
跡
で
あ
る
鈴
木
重

謙
宅
を
活
用
で
き
な
い
か
を

質
問
し
、
21
年
9
月
議
会
の

質
問
に
借
地
問
題
が
解
決
す

れ
ば
四
脚
門
を
復
元
す
る
と

い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
借
地

問
題
の
目
途
が
付
き
、
9
月

議
会
に
補
正
予
算
が
計
上
さ

れ
た
。
四
脚
門
の
建
設
計
画

と
建
設
後
の
跡
地
の
整
備
計

画
は
。

答
弁
　
四
脚
門
に
つ
い
て
は

来
年
度
以
降
、
早
い
時
期
に

復
元
す
る
考
え
で
す
。
門
の

復
元
後
の
計
画
は
、
現
段
階

で
は
具
体
的
な
も
の
は
な
い

が
、
自
由
民
権
ゆ
か
り
の
史

跡
公
園
と
し
て
、
郷
土
教
育

や
歴
史
教
育
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
整
備
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q
A
人口・財政・産業の動向から町の将来像は

1万6千人を維持し、活力ある町を目指す

一
般
質
問

中
村
孝
太
郎
議
員

▲若者が住める町づくりを（平成24年 みこしパレードより）

Q
　
鈴
木
家
を
自
由
民
権

　
　
ゆ
か
り
の
史
跡
と
し
て

　
　
活
用
を

A
　
史
跡
公
園
と
し
た
い
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Follow-up Report

▲学校でのホールボディカウンタ検査（沢田小）

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

土
壌
調
査
は
安
心
安
全
の

　
　
　
農
作
物
生
産
の
基
本

放
射
能
健
康
調
査
の
た
め

　
　
　
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
の
検
査
を

平
成
23
年
9
月
定
例
会
よ
り

●　

「
農
地
の
土
壌
調
査

は
」
の
質
問
に
対
し
「
さ

ら
に
詳
細
な
調
査
を
す

る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
そ
の
後
は
。

●　

東
日
本
大
震
災
・
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
一

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

風
評
被
害
に
よ
る
農
作
物

価
格
等
へ
の
影
響
が
長
期

化
し
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
風
評
被
害
払

拭
の
た
め
に
も
昨
年
か
ら

土
壌
調
査
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
土
壌
調
査
は
、
今

後
の
営
農
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
か
ら
町
内
全
地

域
を
対
象
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査

件
数
は
、
町
、
県
、
農
業

委
員
会
、
J
A
さ
ら
に
は
、

集
落
協
定
団
体
や
営
農
改

善
団
体
な
ど
の
調
査
を
加

え
ま
す
と
、
総
数
は
約
７

７
０
点
と
な
り
ま
す
。
耕

作
農
地
の
調
査
結
果
は
、

高
い
と
こ
ろ
で
も
7
8
5

ベ
ク
レ
ル
（
畑
）
で
大
半

が
3
0
0
ベ
ク
レ
ル
以
下

で
す
。

　

町
と
し
て
の
今
年
の
調

査
目
標
は
、
最
低
小
字
ご

と
２
ヵ
所
と
し
て
お

り
、
約
６
０
０
点
を

調
査
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら

の
調
査
結
果
を
生

か
し
た
放
射
能
低
減

の
営
農
指
導
を
県
、

J
A
と
連
携
し
て
行

い
、
よ
り
安
全
な
農

作
物
の
生
産
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

27
日
か
ら
24
年
6
月
30
日
ま

で
に
5
万
4
1
2
6
人
が
検

査
を
し
、
全
員
が
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
す
数
値
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

●　

「
放
射
能
に
よ
る
健
康

被
害
調
査
の
た
め
の
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
で
検
査

を
」
の
質
問
に
対
し
「
検
討

し
ま
す
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
そ
の
後
は
。

●　

県
で
は
県
民
の
健
康
を

守
る
た
め
23
年
度
か
ら
、

「
県
民
健
康
管
理
調
査
」

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
検
査
、
甲
状

腺
検
査
、
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
検
査
に
つ

い
て
は
本
町
で
は
今
年
8
月

1
日
～
10
月
3
日
ま
で
4
歳

～
17
歳
（
高
校
3
年
生
は
学

校
で
実
施
予
定
）
の
方
を
対

象
に
保
健
セ
ン
タ
ー
や
所
属

す
る
保
育
所
・
学
校
等
の
施

設
で
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
検
査
結
果
に
よ
り
、

1
年
間
に
日
常
的
に
摂
取
し

た
放
射
線
量
が
推
定
さ
れ
ま

す
。

　

県
内
的
に
は
、
23
年
6
月

　

そ
の
他
、
健
康
診
査
は

10
月
15
日
か
ら
、
甲
状
腺

検
査
は
25
年
度
の
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

▲農地770点の土壌調査が行われた
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▲安心と信頼の確保へ（米の全袋検査）

▲千五沢ダム管理事務所から貯水量を確認

▲議会活性化と議会改革を学ぶ（八幡屋）

議会活動の報告

　
米
の
放
射
能
全
袋
検
査
の

た
め
石
川
町
に
３
台
の
検
査

機
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
委
員
会
で
は

Ｊ
Ａ
谷
津
倉
庫
の
検
査
所
に

伺
い
、
検
査
の
手
順
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
千
五
沢
ダ
ム
は
、
約
２
ヵ

月
間
雨
が
降
ら
ず
、
過
去
最

低
水
位
を
下
回
り
、
放
流
水

量
の
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
作
物
や
飲
料
水
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
降
雨
に
よ
り
、
危

機
的
な
状
況
を
脱
し
ま
し
た
。

　
８
月
27
日
、
県
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
「
第
１
回

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
石
川

管
内
５
町
村
か
ら
20
人
の
議

員
が
受
講
し
、
石
川
町
議
会

か
ら
は
４
人
の
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
福
島
大
学
の
今
井
照
教
授

か
ら
、
「
議
会
活
性
化
と

議
会
改
革
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
た
あ
と
、

さ
ら
に
、
管
内
の
議
員
と
情

報
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

米の放射能を
全袋検査

千五沢ダムの
渇水状況

地方自治研究交流セミナー

９
月
６
日
、
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
雨
不
足
に
よ
る
ダ
ム
の
渇
水
状
況
を
確

認
す
る
た
め
に
、
母
畑
の
千
五
沢
ダ
ム
と
、
米
の
放
射
能
全
袋
検
査
が
始
ま
る
た
め
、
検

査
場
所
の
Ｊ
Ａ
米
保
管
倉
庫
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
議
長
会
主
催
の
地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
に
４
人
の
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
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石
川
町

議
会
だ
よ
り

　
連
日
の
猛
暑
と
水
不
足

が
続
き
、
農
作
物
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
た
今
年
の

夏
。
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
で
す
。

　
一
時
は
石
川
の
水
が
め

で
あ
る
千
五
沢
ダ
ム
も
底

を
つ
き
、
農
業
用
水
は
給

水
停
止
が
続
き
、
い
ま
だ

風
評
被
害
に
喘
ぐ
農
家
に

と
っ
て
影
響
は
大
な
る
も

の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
9
月
19
日

か
ら
は
、
石
川
町
24
年
産

米
の
放
射
能
全
袋
検
査

が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
も
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
一
日
も
早
く

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
価
格
も
高
く

設
定
さ
れ
、
今
回
の
放
射

能
全
袋
検
査
が
、
福
島
の

米
復
活
の
「
恵
み
の
雨
」

に
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
草
野
伝
明

鈴木克明さん

未
来
に

向
か
っ
て

−

高
校
生
の
声

−

学
法
石
川
高
校　
　

３
年　

鈴
木
克
明

町
に
若
い
力
を

ら
し
い
祭
り
も
団
結
力
も
廃

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
の
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

課
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め

に
も
、
若
い
力
を
呼
び
戻
し
、

町
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

▲120周年記念「魚水祭」オープニングテープカット（左端が鈴木さん）

▲義塾中の生徒によるダンス

!!

　
現
在
、
私
は
学
法
石
川
高

等
学
校
で
生
徒
会
副
会
長
と

し
て
、
生
徒
が
よ
り
良
い
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
学
石
は
福
島
県
で
一
番
、

東
北
で
は
二
番
目
に
古
い
私

立
の
高
校
で
す
。
特
に
今
年

は
、
創
立
1
2
0
周
年
と
い

う
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
毎

日
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
私
が
、
生
徒
会
役
員
に

な
っ
て
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
チ
ー

ム
の
大
切
さ
に
つ
い
て
で
す
。

生
徒
会
役
員
は
学
校
行
事
の

企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
が
生
徒
会
の
大
き

な
基
盤
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
私
は
将
来
、
理
学
療
法
士

に
な
る
と
い
う
夢
が
あ
り

ま
す
。
理
学
療
法
士
も
医
師

や
看
護
師
、
患
者
な
ど
と
協

力
し
て
リ
ハ
ビ
リ
指
導
に

挑
む
仕
事
で
す
。
こ
れ
に

も
チ
ー
ム
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
何
か
物
事
に
取
り
組
む

場
合
に
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
い
わ
き
市
の
出
身

で
す
が
、
石
川
町
に
住
ん

で
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
地
区
ご
と
の
団

結
力
で
す
。
石
川
に
は
、
毎

年
9
月
に
地
区
ご
と
に
御
神

輿
を
担
ぎ
、
町
を
練
り
歩
く

祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　
祭
り
が
近
づ
い
て
く
る
と

地
区
ご
と
に
踊
り
を
練
習
し

た
り
、
お
揃
い
の
法
被
を
注

文
し
た
り
し
て
皆
が
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

　
い
わ
き
で
も
祭
り
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
大
規

模
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
石
川
の
団
結
力
、

チ
ー
ム
力
は
本
当
に
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
つ
だ
け
気
掛

か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
年
々
若
い
人
が

減
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
将

来
は
石
川
を
出
て
、
都
会
で

暮
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
が
い
ま
す
。

　
日
本
は
今
、
高
齢
化
社
会

で
す
。
石
川
町
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
原
子
力
発
電

所
事
故
の
風
評
被
害
で
、
さ

ら
に
人
が
減
っ
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
若
い
人
が
減

り
続
け
た
ら
、
石
川
の
素
晴

議
会
を
傍
聴

し
ま
し
ょ
う

　
議
会
は
、
本
会
議

委
員
会
と
も
傍
聴
で

き
ま
す
。

　
12
月
定
例
会「
一

般
質
問
」は
12
月
10

日（
月
）の
予
定
で
す
。


